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可決

可決

行政報告
外国語指導助手の着任

　外国語指導助手、コルベット・マシュー・ジェ
ムズさんが、８月に着任したことが、教育長から
報告されました。
●着任あいさつ（抜粋）
　皆さん、初めまして。コルベット・マシュー・ジェ
ムズと申します。マシューと呼んでください。出
身はアメリカのサウスカロライナ州です。この７
月に、白糠町のＡＬＴとして、着任しました。主
に白糠学園に勤務します。私が大学に入って日本
語を勉強し始めた頃は、自分が日本に移住すると
は思ってもみませんでした。しかし、日本語と日
本文化を勉強するうちに、日本に来たいと思う気
持ちが高まり、今、その思いがかなって、ここ、
白糠町にいることはとてもラッキーだと思ってい
ます。

　北海道は初めてです
が、すでに歓迎されて
い る と 感 じ て い ま す。
これから、たくさん日
本や白糠町の文化を学
ぶのが楽しみです。以
上、 誠 に 簡 単 で す が、
私からのあいさつとさ
せていただきます。マシューさんマシューさん

一部改正
●白糠町共同利用模範牧場の設置及び管理に関す
　る条例
　共同利用模範牧場の用地と隣接する農用地を活
用した、民間事業者による再生可能エネルギーと
農業が一体となった取り組みを推進することに伴
い、共同利用模範牧場の位置および面積の一部を
除外するため、条例の一部を改正。

●白糠町スポーツ施設の設置および管理に関する
　条例
　北海道が定める公衆浴場入浴料金の統制額が道
知事より告示され、温浴施設の利用料金の上限額
を改定する必要が生じたことに伴い、白糠町ス
ポーツ施設の設置および管理に関する条例の一部
を改正。
※改正後の温浴施設料金は、広報しらぬか 10 月
号 27㌻に掲載されています。

条　例　等

・行政報告
・特別委員会の設置
・一般質問
・令和 4 年度の決算審査を特別委員会に付託

・補正予算
・条例改正等
・組合規約の変更に関する協議
・教育委員会委員任命の同意
・固定資産評価審査委員会委員選任の同意
・意見書

・令和 4 年度決算審査特別委員会審査報告
・条例改正

3

可決

5 年度補正予算
一般会計補正予算

補正合計 1 億 1264 万 5 千円
総    額 178 億 1341 万 3 千円

●増額
新型コロナウイルスワクチン接種対策費

24,548,000 円
合併処理浄化槽設置整備　　　　　9,395,000 円
産業用地造成事業　　　　　 　　60,000,000 円
しらぬか魅力発信事業 　　　　　   8,353,000 円
イルミネーション設置等業務　 　 10,000,000 円
返還金              　　　　　　　　　　 349,000 円

　9 月
11日

　9 月
12日

質疑・答弁
問除外地を利用する具体的な企業は。
答株式会社町おこしエネルギーになる。

　9 月
15日

設置

設置

特別委員会の設置

　令和４年度一般会計および各特別会計決算審査
のため、議長と議会選出監査委員を除く 10 人の
委員により「令和４年度白糠町各会計決算審査特
別委員会」を設置しました。
　決算審査質疑内容は、５㌻から７㌻に掲載して
います。

決算審査特別委員会

　道の駅移転改築および白糠駅周辺整備事業に関
する調査のため、議長を除く全議員により調査特
別委員会を設置しました。
　正副委員長の互選内容などは、18㌻に掲載し
ています。

道の駅移転改築および白
糠駅周辺整備事業調査特
別委員会

可決

規約の変更
　次の組合を組織する構成団体に新たに加入する
組合が生じたことに伴い、組合規約の変更を議決
しました。
・北海道市町村職員退職手当組合

同意

同意

委員の任命等

　９月 28 日に任期満了を迎える教育委員会委員
について、任命の同意をしました。
・鍛冶　惠子　氏（再任）

　９月 30 日に任期満了を迎える固定資産評価審
査委員会委員の選任の同意をしました。
・峯田　　悟　氏（再任）

教育委員会委員の任命

固定資産評価審査委員会
委員の選任

　議会議員として 25 年以上在籍した者として、
全道町村議会議長会より小池議員が表彰を受けま
した。

小池憲一議員小池憲一議員

表　　　　彰

可決

意　　見　　書
●ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林
　業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書
●国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書
　可決した意見書は、内閣総理大臣をはじめ関係
大臣、衆・参両議院議長に提出しました。
　17㌻に意見書を掲載しております。

質疑・答弁
問新型コロナウイルスクチン接種の関係で乳
幼児から高齢者までのそれぞれの区分の対象
者と接種率の想定は。
答 6 カ月から 5 歳までの乳幼児は 15 人、予
定接種率 86%。6 歳から 11 歳の小児は対象
70 人、予定接種率 42%。12 歳から 64 歳ま
での対象者 3,571 人、予定接種率 48%。65
歳以上は対象者 3,270 人、予定接種率 57%
と想定している。
問イルミネーションの関係で電力はどのよう
に考えているか。
答庶路学園は、校舎から引き込みする予定で
逍
しょう

遥
よう

公園は、公園内にある施設から供給す
る。また、電気代は、2 カ所で 5 万円という
試算となっている。
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5555

決算審査特別委員会

令 和 4 年 度

予算は適正に
使われた ?

決
算
審
査
は
次
年
度
予
算
に

つ
な
げ
る
重
要
な
審
査
で
す

　　

決
算
審
査
は
、
執
行
済
み
の
も

の
と
し
て
軽
ん
じ
ら
れ
る
傾
向
で

す
が
、
議
会
が
決
定
し
た
予
算
が

適
正
に
執
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
を

審
査
す
る
と
と
も
に
、
各
種
資
料

に
基
づ
き
、
行
政
効
果
や
経
済
効

果
を
測
定
し
、
住
民
に
代
わ
っ
て

行
政
効
果
を
評
価
す
る
、
極
め
て

重
要
な
審
査
で
す
。

　

ま
た
、
税
金
の
使
い
方
を
決
め

る
予
算
の
審
議
と
、
そ
の
使
わ
れ

た
結
果
を
予
算
に
照
ら
し
て
検
討

し
、
以
後
の
行
財
政
運
営
の
改
善

に
役
立
て
る
重
要
な
意
味
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
、
各

特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
は
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
福
地
裕

行
委
員
長
・
折
出
征
清
副
委
員

長
）
を
９
月
11
日
に
設
置
し
て
、

９
月
13
日
か
ら
14
日
の
２
日
間
で

の
集
中
審
議
の
結
果
、
全
会
計
を

認
定
し
ま
し
た
。

町債 （借金） と基金 （貯金） の状況
（一般会計分）　　令和５年３月末人口：7,233 人

歳入 歳出 差し引き

一般会計 259 億 4,415 257 億 3,767 2 億 648

国民健康保険特別会計 ９億 6,640 ９億 5,720 9,200
簡易水道及び飲用水道
供給事業特別会計

9,009 8,628 381

公共下水道事業特別会計 6 億 5,794 6 億 5,037 757

介護保険特別会計 10 億 2,928 10 億 510 2,418

後期高齢者医療特別会計 1 億 4,163 1 億 4,157 6

合計 288 億 2,949 285 億 7,819 ※ 12 億 5,130

単位：万円

( ※ 1　差し引き後、 残金の一部は積立などを行い、
　　　  残りを繰り越しました。)

【令和４年度各会計決算額】

議会費　
5,566 万円

給与費
９億 8,678 万円

総務費総務費
138 億 6,171 万円138 億 6,171 万円

民生費民生費
15億 4,187 万円15 億 4,187 万円

衛生費
７億 2,114 万円

その他
139 万円

商工費
４億 4,875 万円

▼一般会計歳出　257 億 3,767 万円

農林水産業費
９億 7,581 万円

消防費
３億 9,404 万円
土木費

16億 2,198 万円

公債費
11億 2,788 万円教育費

40億 66 万円

折出副委員長 福地委員長

一般会計歳出一般会計歳出
257 億 3,767 万円257 億 3,767 万円

決算審査
決算

質疑

決算決算

改善改善

実行実行

予算予算

町債 （借金）

137 億 7,515 万円
町民 1人
当たり 約 190 万円

前年比 1 億 7,561 万円の減

基金 （貯金）

174 億 6,201 万円
町民 1人
当たり 約 241 万円

前年比 37 億 3,784 万円の増

令和４年度
令和４年度

企
業
活
動
の
支
援

　
問
企
業
活
動
の
支
援
を
４
件

行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
雇

用
が
増
え
た
な
ど
の
成
果
が
あ
っ

た
の
か
。

答
４
件
の
企
業
支
援
を
行
い
、
雇

用
の
創
出
は
、１
件
の
事
業
所
で
、

当
初
５
人
雇
用
の
計
画
で
あ
っ
た

も
の
が
、７
人
の
雇
用
と
な
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
企
業
は
、
今
後
、

雇
用
が
増
え
る
計
画
だ
が
、
当
面

は
設
備
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
生
産
能
力
を
向
上
さ
せ
、
軌

道
に
乗
っ
た
段
階
で
雇
用
を
創
出

す
る
と
企
業
か
ら
聞
い
て
い
る
。

町
内
活
動
の
充
実

問
自
治
振
興
費
の
負
担
金
補

助
お
よ
び
交
付
金
の
不
用
額

１
７
６
万
円
の
内
容
は
。

答
主
な
要
因
は
、
白
糠
町
連

合
町
内
会
へ
の
活
動
費
補
助
金

１
５
０
万
円
と
白
糠
消
費
者
協
会

へ
の
補
助
金
16
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
研
修
会

等
の
活
動
が
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で

行
え
な
か
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
街

路
灯
の
補
修
残
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
事
業

問
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
費
、
委

託
料
の
支
出
先
は
。

答
主
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
受
け

付
け
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
委

託
料
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
を
発
送
す
る
事
業
者
へ
の
委
託

料
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
制
作
や
、
ふ
る
さ

と
納
税
に
係
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特

例
申
請
書
の
発
送
な
ど
に
も
委
託

料
を
支
払
っ
て
い
る
。

移
動
期
日
前
投
票
所

　
　問

移
動
期
日
前
投
票
所
を
開
設

し
、
今
回
の
国
政
選
挙
で
実
施
し

た
３
カ
所
の
投
票
率
が
出
て
い
る

が
、
取
り
入
れ
る
前
と
比
較
し
て

ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答
移
動
期
日
前
投
票
の
比
較
は

出
来
な
い
が
、
全
体
の
投
票
率
と

い
う
と
こ
ろ
で
の
比
較
は
、
令
和

３
年
度
の
衆
議
の
期
日
前
投
票
で

は
、
大
秋
集
会
場
お
よ
び
北
進
集

会
場
の
投
票
率
が
60
％
、
上
庶
路

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は

71
・
42
％
と
い
う
結
果
で
、
令
和

４
年
の
移
動
期
日
前
投
票
を
行
っ

た
地
区
の
合
計
の
投
票
率
は
、
大

秋
地
区
は
68
・
42
％
、
二
股
地
区

は
、
64
・
28
％
、
上
庶
路
中
央
地

区
は
80
％
と
全
体
的
な
投
票
率
は

向
上
し
て
い
る
。

防　
　
　
　
災

　
　問

ジ
ュ
ニ
ア
防
災
教
室
の
推
進

に
つ
い
て
、
執
行
率
が
８
・
３
％

と
低
い
理
由
は
。

答
中
学
生
を
対
象
と
し
た
ジ
ュ

ニ
ア
防
災
教
室
は
、
こ
れ
ま
で
大

学
教
授
な
ど
に
講
演
を
依
頼
し
て

い
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
の
観
点
か
ら
、
学
校
側
か

ら
外
部
講
師
の
希
望
が
無
く
な

り
、
防
災
担
当
職
員
が
講
師
を
努

め
た
り
体
験
教
室
な
ど
を
実
施
し

た
こ
と
に
よ
り
予
算
に
対
す
る
執

行
率
が
低
く
な
っ
た
。

問
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
配

布
さ
れ
て
い
る
が
、
小
冊
子
の
よ

う
な
形
の
方
が
保
管
率
が
良
い
の

で
は
。

答
令
和
４
年
度
に
北
海
道
が
中
小

河
川
８
河
川
の
浸
水
想
定
区
域
を

追
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
マ
ッ
プ

の
ペ
ー
ジ
数
が
増
え
た
た
め
、
保

管
し
づ
ら
く
な
っ
た
こ
と
は
理
解

し
て
い
る
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
手
軽
に
参
照
で
き
る
よ
う
「
白

糠
町
防
災
マ
ッ
プ
ウ
ェ
ブ
版
」
を

整
備
し
て
お
り
、
指
定
し
た
地
点

の
浸
水
深
や
標
高
が
表
示
さ
れ
た

り
、
避
難
場
所
ま
で
の
距
離
も
測

る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　

防
災
授
業
な
ど
防
災
教
育
の
場

で
、
ウ
ェ
ブ
版
の
紹
介
や
使
い
方

を
指
導
し
て
い
る
が
、
引
き
続
き

紙
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
使
わ
な

く
て
も
確
認
で
き
る
こ
と
な
ど
を

啓
発
し
て
い
き
た
い
。

　移動期日前投票所の様子　移動期日前投票所の様子

白糠町防災マップ白糠町防災マップ
ウェブ版 QR コードウェブ版 QR コード
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答
資
格
取
得
助
成
は
合
格
者
が

受
験
費
用
の
全
額
を
、
ま
た
不
合

格
と
な
っ
て
も
半
額
を
助
成
し
て

い
る
。
令
和
４
年
度
の
実
績
は
、

１
年
生
か
ら
３
年
生
合
わ
せ
て

３
０
３
人
の
受
験
者
が
あ
り
、
う

ち
１
２
３
人
が
合
格
、
不
合
格
は

１
８
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

給
付
型
の
奨
学
金
は
２
５
２
万

円
で
、
７
人
分
の
給
付
と
な
っ
て

い
る
。

問
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
事
業
、

画
像
は
常
時
誰
か
が
モ
ニ
タ
ー
し

て
い
る
の
か
。

答
防
犯
カ
メ
ラ
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
接
続
型
で
は
な
く
、
本
体
に

デ
ー
タ
が
保
存
さ
れ
、
２
週
間
程

度
を
め
ど
に
、
上
書
き
更
新
さ
れ

る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点

か
ら
、
誰
で
も
閲
覧
で
き
る
わ
け

で
は
な
く
、
必
要
な
と
き
に
カ
メ

ラ
か
ら
デ
ー
タ
を
取
り
出
し
て
見

る
。
担
当
で
も
、
自
由
に
見
る
こ

と
は
出
来
な
い
。

問
白
洋
大
学
の
在
籍
者
数
と
学

習
の
内
容
や
開
設
状
況
は
。

答
白
洋
大
学
は
、
令
和
４
年
度

32
人
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
た
。

活
動
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
か
ら
、
一
部
事
業
の

縮
小
や
中
止
が
さ
れ
た
り
し
て
い

た
が
、
特
別
活
動
や
学
習
会
の
中

で
、
生
き
が
い
ピ
ッ
ク
、
花
壇
整

備
、
お
笑
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
鑑
賞
会
、

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
作
成
な
ど

を
行
っ
た
。

問
公
民
館
図
書
室
と
各
学
校

図
書
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン
連
携

７
９
０
万
円
の
事
業
内
容
は
。

答
各
学
校
図
書
館
に
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
、
公
民
館
図
書
室
の

シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
た
。

　

学
校
図
書
館
は
公
民
館
図
書
室

の
分
館
の
位
置
づ
け
と
し
て
連
携

し
、
そ
れ
に
伴
い
学
校
図
書
館
の

蔵
書
を
全
て
登
録
す
る
必
要
が
あ

り
、
会
計
年
度
任
用
職
員
を
１
人

採
用
し
、
１
年
間
か
け
て
各
学
校

の
図
書
を
登
録
し
て
シ
ス
テ
ム
の

整
備
を
行
っ
た
。

問
図
書
室
の
蔵
書
の
予
算

４
６
０
万
円
程
度
だ
が
新
刊
の
購

入
状
況
は
。

答
新
刊
図
書
は
約
３
０
０
万

円
の
予
算
を
計
上
し
、
年
間

１
５
０
０
冊
ほ
ど
購
入
し
て
い

る
。

問
85
日
で
１
６
８
５
人
の
武
道

館
の
利
用
内
容
は
。

答
改
修
な
ど
も
あ
り
実
績
は
少

な
い
が
、
柔
道
少
年
団
と
剣
道
少

年
団
の
利
用
と
な
っ
て
い
る
。

問
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
室
の

ク
ー
ラ
ー
の
設
備
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
て
冷
や
す

よ
う
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
機
械

も
古
く
施
設
も
大
き
い
た
め
、
夏

場
の
暑
い
時
だ
と
冷
や
し
き
れ
な

く
て
暑
く
な
る
場
合
も
あ
る
。

問
給
食
費
、
１
食
当
た
り
小
学
生

で
２
３
４
円
、
中
学
生
で
２
７
３

円
と
な
っ
て
い
る
が
、
食
材
が
高

騰
し
て
い
た
中
、
こ
の
予
算
内
で

量
を
減
ら
さ
ず
に
配
食
で
き
た
の

か
。

答
令
和
４
年
度
当
初
、
野
菜
や

肉
な
ど
が
値
上
が
り
し
た
。
そ
の

た
め
予
定
し
て
い
た
豚
肉
の
メ

ニ
ュ
ー
を
値
段
が
比
較
的
安
い
鶏

肉
に
替
え
、
量
は
減
ら
さ
ず
に
メ

ニ
ュ
ー
で
工
夫
し
予
算
内
に
収
め

た
。

　

令
和
４
年
度
に
お
い
て
、
昨
年

２
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
６
波
か
ら

第
８
波
の
影
響
、
さ
ら
に
は
世
界

的
な
気
候
変
動
に
よ
る
大
規
模
な

干
ば
つ
な
ど
と
相
ま
っ
て
、
世
界

を
巻
き
込
ん
だ
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
の
高
騰
へ
と
つ
な

が
り
、
町
民
の
経
済
状
況
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
う
し
た
中
、

国
に
よ
る
「
原
油
価
格
・
物
価
高

騰
等
総
合
緊
急
対
策
」
な
ど
を
機

動
的
に
活
用
し
、
各
種
の
施
策
や

地
方
創
生
事
業
な
ど
を
展
開
し
た

こ
と
は
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

着
実
に
実
績
を
伸
ば
し
て
い
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
よ
り
、
自

主
財
源
比
率
が
年
々
向
上
し
、
そ

の
成
果
を
高
く
評
価
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
集
ま
っ
た
浄
財
の
活

用
に
あ
た
っ
て
は
、
寄
付
者
の
意

も
く
ん
だ
施
策
と
な
る
よ
う
十
分

検
討
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
、
活
用
で
き
る
特
定
財
源

な
ど
は
全
て
活
用
し
、
ふ
る
さ
と

納
税
に
頼
り
す
ぎ
な
い
、
健
全
な

財
政
運
営
を
堅
持
さ
れ
た
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

に
あ
た
っ
て
は
、
担
当
課
職
員
が

一
体
と
な
り
、
休
日
や
夜
間
窓
口

の
開
設
、
庁
舎
外
で
の
積
極
的
な

水
道
管
の
耐
震
化

問
水
道
管
の
耐
震
化
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
浄
水
場
な
ど
の
大
規
模
改
修

が
終
了
し
た
の
で
、
管
路
の
更
新

に
力
を
入
れ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
。
年
間
の
現
行
水
道
料
金
を

維
持
し
な
が
ら
、
自
己
財
源
の
範

囲
で
更
新
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

高  

齢  

者  

支  

援

問
高
齢
者
の
支
援
で
、
タ
ク

シ
ー
・
町
営
バ
ス
共
通
運
賃
補
助

券
の
対
象
者
は
何
人
い
る
の
か
。

ま
た
、
援
助
額
は
幾
ら
か
。

答
対
象
者
１
６
９
０
人
に
対
し
、

交
付
者
が
１
２
１
１
人
。
交
付
率

は
71
・
65
％
と
な
っ
て
い
る
。
交

付
枚
数
は
、
７
万
２
６
６
０
枚
で

金
額
は
７
２
６
万
６
０
０
０
円
に

な
る
。
交
付
の
う
ち
利
用
さ
れ
た

の
が
４
万
９
２
５
５
枚
で
、
金
額

は
４
９
２
万
５
５
０
０
円
に
な

る
。

こ
ど
も
未
来
応
援
事
業

問
新
規
事
業
の
子
ど
も
の
生
活

実
態
調
査
だ
が
、
調
査
が
終
わ

り
、
こ
の
内
容
の
取
り
ま
と
め
は

終
わ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
、

こ
れ
を
も
と
に
町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

答
調
査
は
、
令
和
４
年
７
月
に
、

小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
と
中

学
生
、
高
校
生
と
、
そ
の
保
護
者

全
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
調
査
結
果
は
出
て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
に
子
ど
も
子
育
て

の
計
画
の
策
定
が
あ
る
の
で
、
今

後
、
調
査
デ
ー
タ
を
基
に
対
策
を

盛
り
込
む
よ
う
な
形
で
考
え
て
い

る
。

農　
　
　
業

問
野
菜
生
産
推
進
事
業
、
執
行

率
52
・
７
％
、
当
初
予
算
額
の
約

半
分
の
執
行
状
況
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
で
十
分
な
支
援
が
で
き

た
の
か
。

答
最
終
予
算
額
は
、
野
菜
栽
培

の
み
で
生
計
を
立
て
ら
れ
て
い
る

大
規
模
農
場
が
メ
イ
ン
と
な
る
こ

と
を
想
定
し
、
４
件
の
限
度
額

１
６
０
万
円
を
計
上
し
た
。
こ
の

事
業
を
茶
路
マ
ー
ト
の
説
明
会
な

ど
で
利
用
出
来
る
こ
と
を
伝
え
て

い
た
が
、
資
材
高
騰
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
補
助
制
度
が
活
用
さ
れ

な
か
っ
た
。

水　
　
　
産

問
マ
ツ
カ
ワ
は
、
白
糠
漁
協
で

ど
の
く
ら
い
の
水
揚
げ
量
が
あ

り
、
ま
た
、
金
額
に
し
て
幾
ら
か
。

答
水
揚
げ
は
、
令
和
４
年
度
実

績
で
、
５
・
３
㌧
と
な
っ
て
お
り
、

金
額
は
５
８
６
万
６
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

問
令
和
４
年
５
月
に
放
流
し
た
、

ホ
タ
テ
稚
貝
が
５
割
程
度
の
生
残

率
と
い
う
こ
と
で
、
佐
呂
間
な

ど
、
以
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
産

地
の
生
残
率
は
ど
れ
ぐ
ら
い
な
の

か
。

答
佐
呂
間
な
ど
の
産
地
の
生
残
率

と
し
て
、
湧
別
漁
協
出
身
の
水
産
支

援
員
か
ら
は
、
最
終
的
に
12
・
５
％

か
ら
10
％
ぐ
ら
い
に
落
ち
着
く
と

聞
い
て
い
る
。

教　
　
　
育

問
放
課
後
学
習
サ
ポ
ー
ト
事
業

で
人
件
費
の
１
０
０
０
万
円
は
外

部
講
師
の
人
件
費
な
の
か
。
ま

た
、
誰
が
や
っ
て
い
る
の
か
。

答
講
師
は
、
釧
路
市
の
学
習
塾

あ
す
な
ろ
会
に
委
託
し
て
お
り
、

そ
の
講
師
の
人
件
費
と
な
る
。
町

内
在
住
者
は
３
人
の
う
ち
１
人

で
、
残
り
２
人
は
釧
路
市
在
住
と

な
っ
て
い
る
。

問
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

推
進
で
、
児
童
生
徒
一
人
１
台
の

端
末
と
い
う
こ
と
だ
が
、
現
状
こ

の
端
末
は
何
台
使
用
さ
れ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
耐
用
年
数
と
更
新

時
期
は
い
つ
か
。

答
令
和
２
年
度
に
３
８
６
台
を

導
入
し
、
現
在
、
児
童
生
徒
の
数

が
３
５
８
人
で
、
予
備
が
30
個
程

度
あ
り
、
壊
れ
た
と
き
に
は
そ
れ

を
活
用
し
て
い
る
。
耐
用
年
数
は

５
年
で
、
更
新
時
期
は
令
和
７
年

度
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
情
操
教
育
の
推
進
で
ピ
ア
ノ

の
演
奏
家
な
ど
の
練
習
場
所
の
確

保
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

答
各
学
校
お
よ
び
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
練
習
を
す
る
体
制
を
整

え
て
い
る
。

問
白
糠
高
校
教
育
活
動
へ
の
支
援

で
高
度
な
資
格
取
得
の
助
成
に
つ

い
て
、
資
格
の
内
容
と
人
数
は
。

　

ま
た
、
給
付
型
の
奨
学
金

２
５
２
万
円
は
何
人
の
生
徒
を
対

象
に
支
援
し
た
か
。

申
請
受
け
付
け
の
実
施
に
よ
り
、

令
和
４
年
度
末
の
交
付
率
は
、
釧

路
管
内
で
１
位
、
道
内
で
も
39
位

と
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
今

後
に
お
い
て
も
、
身
分
証
明
証
や

保
険
証
な
ど
、
多
様
な
利
用
が
期

待
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

経
常
的
な
事
務
の
執
行
に
あ
っ

て
は
、
配
分
予
算
を
効
率
的
・
効

果
的
に
執
行
さ
れ
、
経
費
節
減
に

努
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
も
継

続
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
望

む
も
の
で
あ
る
。

　

各
担
当
に
お
い
て
は
、
本
特
別

委
員
会
の
審
査
過
程
で
の
各
委
員

に
よ
る
質
疑
内
容
に
意
を
用
い
、

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
、
町
民
と

の
協

き
ょ
う

働ど
う

に
よ
る
事
務
事
業
の
執
行

に
鋭
意
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　

以
上
を
審
査
の
所
見
と
し
て
、

令
和
４
年
度
白
糠
町
一
般
会
計
、

各
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、

並
び
に
、
令
和
４
年
度
水
道
事
業

会
計
の
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い

て
、
認
定
、
可
決
す
べ
き
で
あ
る

と
決
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
。

　

な
お
、
併
せ
て
行
っ
た
「
白
糠

町
創
生
総
合
戦
略
」
の
検
証
に
お

け
る
各
委
員
の
意
見
・
提
言
が
、

後
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
に
活い

か
さ

れ
る
よ
う
、
願
う
も
の
で
あ
る
こ

と
を
申
し
添
え
、
令
和
４
年
度
白

糠
町
各
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員

会
の
講
評
と
す
る
。

決
算
審
査
特
別
委

員
会
講
評(

抜
粋)
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一般質問

８

　 森　武人 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９㌻

　１ チャットＧＰＴの導入について

　２ 白糠コミュニティバスのバス停の設置について

　３ 資源ごみ収集日の増について

　石田 正義 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０㌻

　１ 子育て支援について

　２ 生き活
い

きしらぬか外出支援助成事業について

　３ 地元産木材の利活用について

　中河 敏史 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１㌻

　１ 旧白糠小学校の活用について

　折出 征清 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２㌻

　１ 職員のメンタルヘルス対策について

　２ ふるさと納税制度のルール見直しについて

　池村 美博 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３㌻

　１ 災害対策について

　川森 　静 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４㌻

　１ 小中学生の体力向上対策について

　２ 生き活
い

きしらぬか活動応援ポイント事業について

　福地 裕行 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５㌻

　１ ワクチン追加接種について

　２ 両「駅」の整備について

　３ まちの活性化について

　４ 農業委員の経歴錯誤について

  今田 睦子 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６㌻

　１ マイナンバーカードについて

　２ 道立広域公園について

　※掲載している内容は、質問者自身が要約し広報広聴調査特別委員会

　　が校正したものです。

議 員森 　 武 人 
もり たけ と

一

般

質

問

問いかけ
提案する

議
員
８
人
が
18
件
25
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
～
1
人
90
分
以
内
で
、
町
長
・
教
育
長
等
に
対
し
て
広
く
町
政
に
関
す
る
説
明
を
求
め
ま
す
。

問問
自
治
体
で
の
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

自
治
体
で
の
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
の
導
入
は
、
本
州
自
治
体
で
事

Ｔ
の
導
入
は
、
本
州
自
治
体
で
事

例
が
あ
る
が
、
北
海
道
内
で
い
ま

例
が
あ
る
が
、
北
海
道
内
で
い
ま

だ
な
い
中
、
石
狩
管
内
当
別
町
で

だ
な
い
中
、
石
狩
管
内
当
別
町
で

実
証
試
験
を
始
め
た
旨
の
報
道
が

実
証
試
験
を
始
め
た
旨
の
報
道
が

あ
っ
た
。

あ
っ
た
。

　

本
町
で
も
、
事
務
の
効
率
化
を

　

本
町
で
も
、
事
務
の
効
率
化
を

図
る
う
え
で
効
果
的
な
手
段
と
判

図
る
う
え
で
効
果
的
な
手
段
と
判

断
さ
れ
る
が
、
今
後
導
入
に
向
け

断
さ
れ
る
が
、
今
後
導
入
に
向
け

た
考
え
が
な
い
か
。

た
考
え
が
な
い
か
。

　
　
　
　

　
　
　
　

答
事
務
の
効
率
化
に
よ
る
職
員
の

負
担
軽
減
や
生
産
性
の
向
上
な
ど

に
つ
な
が
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
が
、
生
成
さ
れ
た
返
答
の
不
正

確
性
や
情
報
漏
え
い
、
著
作
権
侵

害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国

か
ら
も
導
入
に
あ
た
っ
て
は
一
定

の
ル
ー
ル
を
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
策
定
が
重
要
と
通
知
が
あ
る
。

今
後
、
国
や
他
の
自
治
体
の
動
向

な
ど
の
情
報
収
集
を
行
い
な
が
ら
、

事
務
の
効
率
化
や
リ
ス
ク
管
理
の

両
面
か
ら
、
導
入
に
つ
い
て
慎
重

に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問問
文
部
科
学
省
で
は
「
チ
ャ
ッ

文
部
科
学
省
で
は
「
チ
ャ
ッ

ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
等
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
学
校

ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
等
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
学
校

現
場
の
利
用
に
向
け
た
今
後
の
対

現
場
の
利
用
に
向
け
た
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
」
公
表
し
て
い
る
が
、

応
に
つ
い
て
」
公
表
し
て
い
る
が
、

本
町
の
学
校
現
場
で
今
後
の
導
入

本
町
の
学
校
現
場
で
今
後
の
導
入

に
つ
い
て
、
ま
た
、
教
職
員
の
導

に
つ
い
て
、
ま
た
、
教
職
員
の
導

入
状
況
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

入
状
況
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

併
せ
て
伺
う
。　
　
　
　

併
せ
て
伺
う
。　
　
　
　

答
現
段
階
で
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
導

入
を
行
っ
て
い
な
い
。
今
後
は
、

こ
れ
か
ら
進
め
ら
れ
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
校
の
実
践
を
参
考
に
す
る
と
と

も
に
、
教
職
員
研
修
を
受
講
す
る

な
ど
し
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に

よ
る
教
育
活
動
の
成
果
と
課
題
を

押
さ
え
、
児
童
生
徒
の
実
態
に
応

じ
て
、
導
入
の
検
討
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
白
糠
小
学
校
の
移
転
に
伴
い

白
糠
小
学
校
の
移
転
に
伴
い

『
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
』
を
利
用

『
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
』
を
利
用

す
る
児
童
は
、
栄
橋
を
渡
ら
な
け

す
る
児
童
は
、
栄
橋
を
渡
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
冬
季
間
に
向
け
、

れ
ば
な
ら
な
い
。
冬
季
間
に
向
け
、

降
雪
時
な
ど
に
茶
路
川
を
渡
る
こ

降
雪
時
な
ど
に
茶
路
川
を
渡
る
こ

と
は
、
低
学
年
に
は
難
儀
な
こ
と

と
は
、
低
学
年
に
は
難
儀
な
こ
と

で
あ
る
。

で
あ
る
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
会
場
と

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
会
場
と

な
る
、
や
ま
び
こ
会
館
に
バ
ス
は

な
る
、
や
ま
び
こ
会
館
に
バ
ス
は

止
ま
ら
な
い
。
や
ま
び
こ
会
館
、

止
ま
ら
な
い
。
や
ま
び
こ
会
館
、

併
せ
て
保
健
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の

併
せ
て
保
健
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の

利
便
性
を
考
え
、
バ
ス
停
の
設
置

利
便
性
を
考
え
、
バ
ス
停
の
設
置

が
必
要
と
思
う
が
対
応
で
き
な
い

が
必
要
と
思
う
が
対
応
で
き
な
い

か
伺
う
。

か
伺
う
。

答
児
童
生
徒
の
学
校
へ
の
登
下

校
に
つ
い
て
は
、
原
則
、
徒
歩
と

な
っ
て
お
り
、
各
学
校
に
お
い
て

保
護
者
へ
説
明
を
し
て
い
る
。『
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
』
へ
の
登
館
に

つ
い
て
も
、
下
校
時
と
同
様
に
徒

歩
と
な
る
。「
や
ま
び
こ
会
館
へ

の
バ
ス
停
の
設
置
に
つ
い
て
」
は
、

最
寄
り
の
バ
ス
停
は
「
し
ら
ぬ
か

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
で
、
会
館
ま
で
わ

ず
か
な
距
離
と
な
っ
て
お
り
、
低

学
年
の
児
童
が
歩
く
こ
と
が
可
能

な
範
囲
内
と
考
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
町
と
し
て
は
新
た
な
バ
ス
停

の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

問
市
街
地
域
に
お
け
る
「
特
殊

市
街
地
域
に
お
け
る
「
特
殊

ご
み
・
資
源
ご
み
」
の
収
集
は
、

ご
み
・
資
源
ご
み
」
の
収
集
は
、

第
２
・
第
４
週
に
行
わ
れ
て
い
る
。

第
２
・
第
４
週
に
行
わ
れ
て
い
る
。

ビ
ン
類
や
缶
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ビ
ン
類
や
缶
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
ほ
か
、
カ
ッ
プ
麺
や
コ
ン
ビ
ニ

の
ほ
か
、
カ
ッ
プ
麺
や
コ
ン
ビ
ニ

弁
当
の
容
器
な
ど
、
世
代
を
問
わ

弁
当
の
容
器
な
ど
、
世
代
を
問
わ

ず
、
手
軽
に
食
事
が
で
き
る
分
、

ず
、
手
軽
に
食
事
が
で
き
る
分
、

資
源
ご
み
の
量
も
多
く
な
っ
て
き

資
源
ご
み
の
量
も
多
く
な
っ
て
き

て
い
る
。

て
い
る
。

　

可
燃
ご
み
同
様
に
、
資
源
ご
み

　

可
燃
ご
み
同
様
に
、
資
源
ご
み

も
毎
週
の
収
集
を
望
む
声
が
多
く

も
毎
週
の
収
集
を
望
む
声
が
多
く

あ
る
が
、
新
年
度
に
向
け
て
対
応

あ
る
が
、
新
年
度
に
向
け
て
対
応

で
き
な
い
か
。

で
き
な
い
か
。

答
ご
み
収
集
の
回
数
に
つ
い
て

は
、「
ご
み
処
理
有
料
化
」
を
導

入
す
る
際
に
、
議
会
の
厚
生
文
教

常
任
委
員
会
や
廃
棄
物
減
量
等
推

進
審
議
会
で
決
定
し
て
お
り
、
そ

の
際
、
有
料
化
に
よ
る
収
入
を
活

用
し
、
ご
み
収
集
の
回
数
を
増
や

す
事
な
ど
も
検
討
し
た
が
、
ご
み

収
集
の
回
数
を
増
や
す
事
に
よ
り
、

町
民
の
ご
み
処
理
経
費
の
負
担
が

増
加
す
る
こ
と
に
直
結
す
る
と
の

結
論
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
、
有
料

化
前
の
収
集
体
系
を
継
続
す
る
こ

と
が
最
良
と
判
断
し
た
経
過
で
あ

る
。
ま
た
、
ご
み
収
集
の
回
数
を

増
や
す
た
め
に
は
、
収
集
作
業
に

従
事
す
る
人
員
の
増
加
や
車
両
の

追
加
が
必
要
と
な
り
、
町
が
委
託

し
て
い
る
業
者
と
協
議
し
た
が
、

現
在
、
限
ら
れ
た
人
員
や
設
備
の

中
で
最
大
限
の
対
応
を
行
っ
て
お

り
、
人
員
確
保
の
面
な
ど
か
ら
も

収
集
回
数
を
増
や
す
事
は
、
現
時

点
で
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
回
答

で
あ
る
。

問
人
員
確
保
の
面
な
ど
か
ら
も
収

人
員
確
保
の
面
な
ど
か
ら
も
収

集
回
数
を
増
や
す
事
は
現
時
点
で

集
回
数
を
増
や
す
事
は
現
時
点
で

は
困
難
と
あ
る
が
、
人
員
の
募
集

は
困
難
と
あ
る
が
、
人
員
の
募
集

は
い
つ
行
っ
た
の
か
。

は
い
つ
行
っ
た
の
か
。

答
昨
年
度
募
集
し
た
が
、
今
年

度
は
募
集
し
て
い
な
い
。
ご
み
の

減
量
化
や
適
切
な
分
別
に
つ
い
て

啓け
い

蒙も
う

啓
発
活
動
に
努
め
て
い
く
。

問答
資
源
ご
み
収
集
日
の

増
に
つ
い
て

人
員
確
保
の
面
な
ど

か
ら
も
収
集
回
数
を

増
や
す
こ
と
は
、
現

時
点
で
は
困
難

問答
白
糠
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
バ
ス
停
の
設

置
に
つ
い
て

町
と
し
て
新
た
な
バ

ス
停
の
設
置
は
考
え

て
い
な
い

問答
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の

導
入
に
つ
い
て

導
入
に
つ
い
て
慎
重

に
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
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一般質問

８

議会に足を運んでみませんか。議会に足を運んでみませんか。

町民皆さんの議会です。町民皆さんの議会です。

　　　定例会開会前に役場１階ロビーで会議日程および一般　　　定例会開会前に役場１階ロビーで会議日程および一般

　　質問の概要を掲示しております。　　質問の概要を掲示しております。

　　　町のホームページにも議会情報を掲載しております。　　　町のホームページにも議会情報を掲載しております。

　　　https://www.town.shiranuka.lg.jp/　　　https://www.town.shiranuka.lg.jp/

傍聴者へのお願い
1　携帯電話、スマートフォンは電源を
　お切りください。
２　開議中は、飲食・喫煙はできません。
３　カメラ・録音機器の持ち込みはでき
　ません。
４　私語などにより議事の妨害、　他人
　への迷惑をかけないようにしてください。
5　帽子やコートなどは着用しないでく
　ださい。

議 員中 河 敏 史 
なか がわ とし ふみ

議 員石 田 正 義
いし だ まさ よし

問
人
口
減
少
に
対
応
す
る
た
め

全
国
の
自
治
体
が
色
々
な
対
策
を

講
じ
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
聞
く
。

人
口
減
少
が
続
く
と
、
町
が
存
続

し
な
い
。

　

出
産
祝
金
も
他
自
治
体
に
比
し

て
低
い
と
思
わ
れ
る
。
物
価
高
に

よ
り
親
の
負
担
も
増
加
し
て
い
る
。

見
直
す
考
え
は
な
い
か
。　

答
「
人
口
減
少
対
策
」「
少
子
化

対
策
」
は
国
を
あ
げ
て
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
町
と
し
て

も
最
優
先
課
題
で
あ
る
。

　

現
在
、
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ

き
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
、

教
育
、
住
宅
対
策
な
ど
総
合
的
に

展
開
し
て
い
る
。

　

町
独
自
の
制
度
で
、
不
妊
治
療

に
対
す
る
経
済
支
援
、
精
神
的
な

支
援
の
充
実
、
保
育
料
無
料
化
、

医
療
費
無
料
化
な
ど
子
育
て
支
援

を
行
い
若
い
世
代
を
応
援
し
て
い

る
。

　

ト
ー
タ
ル
な
支
援
策
で
子
育
て

世
代
の
転
入
者
が
増
加
し
、
少
し

ず
つ
人
口
減
少
対
策
に
な
つ
が
っ

て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

出
産
祝
金
の
支
給
額
に
つ
い
て

は
、
ト
ー
タ
ル
な
子
育
て
支
援
策

の
中
で
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

問
医
療
費
や
給
食
費
な
ど
手
厚

い
支
援
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

た
だ
町
内
に
小
児
科
が
な
い
。

　

出
産
祝
金
に
つ
い
て
も
他
町
村

に
ま
け
な
い
く
ら
い
の
支
援
策
を

考
え
て
ほ
し
い
と
思
う
。　

答
こ
の
問
題
は
町
づ
く
り
そ
の

も
の
で
あ
り
、
基
本
、
経
済
活
動

だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
に
来
て

い
た
だ
く
若
者
が
い
な
け
れ
ば
、

子
ど
も
も
生
ま
れ
な
い
。

　

今
、
ど
の
業
界
も
人
手
不
足
で
、

海
外
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
代
に
入
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を

頭
に
入
れ
て
、
町
を
将
来
ど
う
活

性
化
さ
せ
て
い
く
か
。
デ
ー
タ
的

に
は
、
町
を
離
れ
た
方
が
戻
っ
て

来
ら
れ
た
り
し
て
、
方
向
性
は
間

違
っ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
わ
が
町
で
提
供
し
て
い

る
支
援
策
は
、
他
地
域
か
ら
と
て

も
評
価
さ
れ
て
い
る
。
何
で
も
無

料
に
し
て
、
ま
た
金
額
を
増
や
せ

ば
い
い
と
言
う
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
町
づ
く
り
と
連
携
し
て
し
っ

か
り
対
応
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
小
児
科
は
、
全
道
、
と

り
わ
け
東
北
海
道
は
、
小
児
科
だ

け
で
な
く
産
婦
人
科
も
少
な
く
、

全
道
的
な
問
題
で
あ
る
。

問
満
75
歳
以
上
の
高
齢
者
、
満

65
歳
か
ら
74
歳
以
下
の
免
許
返
納

者
、
障
が
い
者
、
要
介
護
認
定
者

に
一
人
当
た
り
６
０
０
０
円
支
給

助
成
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
外
出

機
会
の
拡
大
や
地
域
福
祉
の
向
上
、

交
通
事
故
防
止
の
た
め
高
齢
者
免

許
証
返
納
を
促
す
た
め
に
も
、
助

成
額
を
引
き
上
げ
る
考
え
は
な
い

か
。

答
初
乗
り
運
賃
の
高
騰
を
考
慮

し
た
上
で
新
年
度
に
向
け
検
討
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問
近
年
木
材
需
要
が
だ
ぶ
つ
き

木
材
界
は
大
変
厳
し
い
状
況
。
コ

ロ
ナ
に
よ
る
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
や

ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
も
影

響
し
、
資
材
が
高
騰
し
住
宅
が
建

た
な
い
。

　

公
共
事
業
に
木
材
を
多
く
使
用

す
る
な
ど
の
考
え
は
な
い
か
。

答
森
林
の
適
正
な
整
備
、
保
安
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
雇
用
創
出
、

さ
ら
に
脱
炭
素
社
会
の
実
現
、
資

源
循
環
型
社
会
形
成
の
た
め
に
も

今
後
予
定
さ
れ
る
公
共
施
設
に
多

く
の
地
域
材
を
活
用
し
て
い
く
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

　

木
材
を
使
用
す
る
に
は
基
準
単

価
が
合
わ
な
い
と
言
う
問
題
も
あ

る
が
、
木
材
を
使
用
す
る
と
決
め

て
、
そ
れ
で
い
ろ
ん
な
補
助
制
度

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
し
っ
か
り

考
え
な
が
ら
将
来
に
向
け
て
進
め

て
い
く
。

問
旧
白
糠
小
学
校
は
現
在
、
総

合
体
育
館
の
補
修
工
事
の
た
め
体

育
館
の
み
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、

他
は
決
ま
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
。

今
後
、
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の

か
。

答
昨
年
８
月
20
日
の
白
糠
学
園

開
校
後
の
旧
校
舎
、
体
育
館
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
と

し
て
の
利
活
用
の
ほ
か
、
津
波
一

次
避
難
場
所
と
し
て
の
活
用
の
検

討
を
進
め
て
き
た
。

　

体
育
館
に
つ
い
て
は
、
総
合
体

育
館
の
大
規
模
改
修
に
伴
う
、
代

替
施
設
と
し
て
７
月
よ
り
使
用
を

開
始
し
、
改
修
工
事
が
完
了
す
る

来
年
３
月
ま
で
使
用
す
る
見
込
み

で
あ
る
。
校
舎
に
つ
い
て
は
地
域

の
一
次
避
難
場
所
と
し
て
整
備
を

予
定
し
て
い
た
が
検
討
の
結
果
避

難
場
所
と
し
て
の
整
備
は
し
な
い

こ
と
と
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
先
、
改
修
等
が

予
定
さ
れ
て
い
る
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
一
次
移
転
先
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
を
含
め
、
引
き
続
き
、

公
共
施
設
と
し
て
の
利
活
用
や
民

間
に
よ
る
利
活
用
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
く
。

問
旧
白
糠
小
学
校
の
耐
用
年
数

の
残
は
。

答
旧
白
糠
小
学
校
は
39
年
が
経

過
し
て
い
る
。
耐
用
年
数
は
一
般

的
に
50
年
か
ら
年
か
ら
60
年
と
い

わ
れ
て
い
る
が
整
備
状
況
に
よ
り

さ
ら
に
伸
び
る
可
能
性
が
あ
る
。

問
民
間
に
よ
る
利
活
用
も
検
討

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
内
容
は
。

答
現
在
民
間
に
よ
る
利
活
用
は

定
ま
っ
て
い
な
い
。
文
部
科
学
省

が
実
施
し
て
い
る
廃
校
を
活
用
し

た
い
事
業
者
と
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

う
「
み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
あ
り
、
情
報
を
全
国
に
配

信
し
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
利
活

用
を
促
す
も
の
で
あ
り
、
全
国
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
行
わ
れ
て

い
る
。
今
後
、
参
加
も
含
め
検
討

し
て
い
く
。

問
町
内
、
旧
河
原
小
中
学
校
の

利
活
用
は
。

答
旧
河
原
小
中
学
校
に
つ
い
て

は
防
災
の
備
蓄
基
地
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
に
つ
い
て
は
地
域
と
協

議
を
し
な
が
ら
利
活
用
し
て
い
き

た
い
。

一般質問

８

旧白糠小学校旧白糠小学校

問答
生
き
活い

き
し
ら
ぬ
か

外
出
支
援
助
成
事
業

助
成
額
の
引
き
上
げ

の
考
え
は
な
い
か

タ
ク
シ
ー
運
賃
の
高

騰
も
考
慮
し
、
今
後

の
動
向
も
見
据
え
て

検
討
し
て
い
く

問答
旧
白
糠
小
学
校
の
活

用
は

決
ま
っ
て
い
な
い

問答
子
育
て
支
援
、
出
生

率
を
上
げ
る
た
め
の

新
た
な
支
援
策
は

若
い
世
代
の
声
を
聞

き
な
が
ら
見
直
し
て

い
く

問答
公
共
事
業
に
木
材
を
多

く
使
用
す
る
考
え
は

公
共
施
設
に
多
く
の

地
域
材
を
活
用
す
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
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一般質問 一般質問

８８

議 員池 村 美 博 
いけ むら よし ひろ

議 員折 出 征 清
おり で まさ し

問
今
年
も
大
雨
災
害
が
沖
縄
や

九
州
か
ら
始
ま
り
、
日
本
列
島
を

襲
っ
て
い
る
。

　

２
０
２
３
年
は
ス
ー
パ
ー
エ
ル

ニ
ー
ニ
ョ
現
象
が
発
生
。
猛
烈
な

風
や
非
常
に
激
し
い
雨
、
し
か
も

速
度
が
遅
く
影
響
が
長
引
く
大
雨

と
な
り
、
そ
の
力
は
過
去
に
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
想
定
外

な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
今
後
、

北
海
道
で
も
局
地
的
豪
雨
、
今
ま

で
に
な
い
大
雨
を
も
た
ら
す
線
状

降
水
帯
の
発
生
す
る
可
能
性
も
あ

る
。

　

本
町
に
は
大
雨
発
生
時
に
排
水

が
追
い
付
か
ず
、
道
路
が
浸
水
し

て
、
早
期
避
難
に
支
障
が
出
る
地

域
が
あ
る
。
安
全
対
策
と
し
て
、

大
き
な
排
水
能
力
を
持
つ
ポ
ン
プ

車
を
配
備
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
大
型
排
水
ポ
ン
プ
車
の
導
入

で
は
解
決
が
難
し
い
た
め
、
来
年

度
よ
り
抜
本
的
な
排
水
対
策
な
ど

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

日
本
国
内
に
お
い
て
は
、
近
年

特
に
気
候
変
動
に
よ
る
台
風
や
ゲ

リ
ラ
豪
雨
、
線
状
降
水
帯
に
よ
る

大
雨
災
害
が
多
発
し
、
特
に
西
日

本
を
中
心
に
、
甚
大
な
被
害
が
起

き
て
い
る
。

　

本
町
は
こ
う
い
っ
た
事
態
に
対

応
す
る
た
め
、
大
雨
に
よ
る
河
川

増
水
に
伴
う
内
水
氾
濫
対
策
と
し

て
は
、
茶
路
川
、
庶
路
川
下
流
な

ど
に
９
カ
所
14
基
の
災
害
用
排
水

ポ
ン
プ
を
整
備
。
処
理
が
追
い
つ

か
な
い
場
合
を
想
定
し
、
町
内
の

土
木
事
業
者
３
社
と
委
託
業
務
契

約
を
結
び
、
必
要
に
応
じ
て
排
水

ポ
ン
プ
の
稼
働
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
ほ
か
、
消
防
白
糠
支
署

な
ら
び
に
消
防
団
車
両
９
台
も
排

水
支
援
に
あ
た
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
現
状
の
雨
水
対
策
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
地
勢
か
ら
時
間
あ
た

り
の
雨
量
で
20
ミリ
を
超
え
る
降
雨

が
数
時
間
続
く
と
、
茶
路
川
下
流

域
の
住
宅
地
で
道
路
が
冠
水
す
る

な
ど
の
浸
水
が
始
ま
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
降
り
始
め
か
ら
の
雨
量

が
80
ミリ
程
度
の
降
雨
で
も
排
水
が

困
難
と
な
る
地
域
（
旧
消
防
庁
舎

跡
地
か
ら
西
側
）
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
流
末
の
排
水
ポ
ン
プ
の
能
力

向
上
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
る

が
、
そ
の
解
決
は
、
長
年
の
大
き

な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　

昨
今
の
異
常
な
気
象
で
あ
る
１

時
間
１
０
０
ミリ
と
い
っ
た
記
録
的

短
時
間
の
大
雨
が
続
く
状
況
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
雨
水
対
策
で
は
対
応

が
困
難
と
想
定
さ
れ
る
が
、
大
型

排
水
ポ
ン
プ
車
の
導
入
で
は
解
決

が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
来
年
度
よ

り
長
年
の
懸
案
地
域
と
な
っ
て
い

る
箇
所
か
ら
、
抜
本
的
な
排
水
対

策
等
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

災
害
対
策
は
こ
れ
で
十
分
と
い

う
こ
と
は
な
い
の
で
、
関
係
機
関

と
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
災

害
対
応
の
手
法
も
十
分
研
究
し
対

応
を
し
て
い
く
。

問
災
害
は
い
つ
く
る
か
わ
か
ら

ず
、
都
市
計
画
や
危
機
管
理
な
ど

の
専
門
家
を
入
れ
て
、
町
全
体
地

域
の
抜
本
的
な
排
水
対
策
の
検
討

を
早
く
進
め
て
、
対
策
の
実
施
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
平
成
９
年
の
大
雨
で
冠
水
し

た
地
域
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
白

糠
は
川
よ
り
低
く
放
水
で
き
ず
、

放
水
し
て
も
逆
流
し
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
配
水
池
を
設
け
対
応
し
て

い
る
。
そ
う
い
っ
た
箇
所
を
含
め

て
抜
本
的
な
解
決
策
を
専
門
家
と

検
討
し
て
い
く
。

問
線
状
降
水
帯
は
、
２
０
１
４

年
８
月
広
島
県
の
大
雨
か
ら
発
生

し
た
新
型
の
災
害
で
あ
り
、
ま
だ

白
糠
は
体
験
し
て
い
な
い
。
特
に

今
年
の
発
生
は
多
く
、
世
界
規
模

で
温
暖
化
対
策
が
進
ま
な
い
現
状

で
は
、
今
後
ま
す
ま
す
増
え
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

九
州
や
東
北
で
線
状
降
水
帯
が

発
生
し
た
地
域
で
は
、
大
雨
災
害

時
、
雲
の
動
き
が
と
て
も
遅
く
雨

が
長
く
続
き
、
地
域
を
通
り
過
ぎ

た
後
、
ま
た
雲
が
戻
っ
て
き
て
、

さ
ら
に
大
雨
が
続
き
、
想
定
外
の

被
害
が
倍
増
。
こ
の
よ
う
な
現
象

は
今
ま
で
に
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。

ま
た
文
字
通
り
、
線
上
に
長
い
地

域
で
大
雨
が
起
こ
る
こ
と
か
ら
、

近
隣
市
町
村
も
同
じ
被
害
を
受
け

る
の
で
、
災
害
支
援
が
受
け
ら
れ

な
い
状
況
に
な
る
。

　

そ
こ
で
水
害
対
応
と
し
て
開
発

さ
れ
て
い
る
の
が
、
ど
の
地
域
に

も
素
早
く
移
動
で
き
る
機
動
力
の

あ
る
軽
量
で
有
効
な
排
水
ポ
ン
プ

車
で
あ
り
、
導
入
す
る
自
治
体
が

全
国
で
増
え
て
い
る
。
町
は
今
後
、

町
民
の
安
心
と
安
全
の
た
め
に
、

水
害
対
策
を
十
分
研
究
す
る
と
の

こ
と
。

　

日
本
全
国
で
発
生
し
て
い
る
大

雨
災
害
の
教
訓
を
生
か
し
た
対
策

を
行
う
べ
き
だ
が
、
前
記
の
既
存

の
ポ
ン
プ
な
ど
で
対
応
す
る
こ
と

で
よ
ろ
し
い
か
。

答
釧
路
開
発
建
設
部
の
大
型
排

水
ポ
ン
プ
車
の
支
援
も
含
め
、
官

民
オ
ー
ル
ラ
ン
ド
で
対
応
で
き
る

体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
。

問
地
方
公
務
員
に
も
時
間
外
勤

務
の
上
限
規
制
が
導
入
さ
れ
、
原

則
、
月
45
時
間
以
下
、
年
３
６
０

時
間
以
下
と
な
っ
た
が
、
令
和
４

年
度
に
お
け
る
本
町
職
員
の
状
況

と
、
一
人
あ
た
り
の
最
長
時
間
は

ど
う
か
伺
う
。　

答
令
和
４
年
度
に
お
け
る
本
町

職
員
の
時
間
外
勤
務
の
状
況
と
一

人
あ
た
り
の
最
長
時
間
は
、
選
挙

事
務
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
業
務
な
ど
の
臨
時
的

業
務
を
除
い
た
通
常
業
務
で
、
月

45
時
間
か
つ
年
間
３
６
０
時
間
を

超
え
て
時
間
外
勤
務
を
し
た
職
員

は
、
い
ず
れ
も
年
間
を
通
し
て
で

は
な
く
、
業
務
の
関
係
か
ら
一
定

期
間
に
集
中
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
一
人
当
た
り
の
最
長
の
時
間

は
４
９
４
時
間
と
い
う
結
果
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
も
、
時
間
外

勤
務
事
前
命
令
や
ノ
ー
残
業
デ
ー

の
徹
底
、
時
間
外
勤
務
削
減
の
た

め
の
業
務
改
善
に
務
め
る
よ
う
職

員
に
通
知
し
て
き
た
が
、
い
ず
れ

も
長
時
間
労
働
に
よ
り
心
身
の
健

康
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
引
き
続
き
職
員
の
適
切
な
勤

務
時
間
の
把
握
に
務
め
る
と
と
も

に
、
上
限
時
間
を
超
え
て
勤
務
し

た
要
因
の
整
理
、
分
析
お
よ
び
検

証
を
行
い
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

業
務
量
の
削
減
や
業
務
の
効
率
化

な
ど
時
間
外
勤
務
縮
減
に
向
け
た

対
策
を
強
化
し
て
い
く
。

問
最
長
の
超
過
勤
務
時
間
は
約

５
０
０
時
間
と
現
状
は
理
解
し
ま

す
が
年
度
３
６
０
時
間
を
超
え
て

い
る
職
員
数
と
、
業
務
量
の
削
減

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
予
定
か

伺
う
。

答
令
和
４
年
度
、
３
６
０
時
間

超
え
て
い
る
職
員
数
は
９
人
。
管

理
職
や
上
司
が
事
前
に
命
令
を
し

て
い
る
の
で
、
そ
の
状
況
を
踏
ま

え
削
減
出
来
る
よ
う
指
導
や
協
議

を
行
っ
て
い
く
。

問
「
労
働
安
全
衛
生
法
」
に
よ

り
義
務
づ
け
さ
れ
て
い
る
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
が
ど
の
よ
う
に
機
能

し
て
い
る
か
伺
う
。

答
本
町
で
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
全
て
の
職
員
を
対
象
に
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
か
ら
高
ス
ト
レ
ス
者
を

対
象
に
町
が
委
託
し
て
い
る
産
業

医
と
の
面
接
指
導
の
勧
奨
や
業
務

分
担
の
見
直
し
、
さ
ら
に
は
人
事

異
動
な
ど
の
措
置
を
講
じ
、
対
処

し
て
き
て
い
る
。
今
後
は
、
部
署

ご
と
の
分
析
結
果
を
各
管
理
職
と

情
報
共
有
し
て
職
場
環
境
の
改
善

に
取
り
組
む
な
ど
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い

く
。

問
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果

に
よ
り
高
ス
ト
レ
ス
者
は
何
人
い

た
の
か
。
ま
た
業
務
分
担
の
見
直

し
や
人
事
異
動
な
ど
対
処
し
た
職

員
の
そ
の
後
の
経
過
を
伺
う
。

答
令
和
４
年
度
の
高
ス
ト
レ
ス

者
は
35
人
。
人
事
異
動
を
行
っ
た

職
員
に
つ
い
て
は
今
現
在
は
通
常

に
勤
務
し
て
い
る
。

　
問
総
務
省
が
推
進
し
て
い
る
「
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
計

画
」
に
つ
い
て
、
今
後
策
定
す
る

予
定
は
あ
る
か
伺
う
。

答
本
町
で
は
こ
れ
ま
で
も
人
事

担
当
や
管
理
職
だ
け
で
は
な
く
労

使
一
体
と
な
っ
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、

現
時
点
で
は
計
画
は
策
定
せ
ず
、

研
修
や
相
談
窓
口
の
充
実
、
職
場

全
体
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者

の
早
期
発
見
・
対
応
に
努
め
る
。

問
本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
で

１
４
８
億
円
を
超
え
る
実
績
で
、

昨
年
に
引
き
続
き
全
国
で
４
位
と

な
り
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

返
礼
品
競
争
が
過
熱
す
る
な
か
、

国
は
本
年
10
月
か
ら
ル
ー
ル
を
見

直
し
「
５
割
以
下
ル
ー
ル
」
に
新

た
に
寄
付
金
の
受
領
証
明
書
の
発

行
手
数
料
な
ど
を
追
加
す
る
と
し

た
。

　

新
聞
報
道
に
よ
る
と
本
町
は
新

ル
ー
ル
で
は
55
％
に
な
る
と
の
こ

と
だ
が
、
影
響
と
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。　

答
本
町
と
し
て
は
、
こ
の
た
び

の
改
正
趣
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
、

ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
と
遵
じ
ゅ
ん

守
し
、

適
正
な
制
度
運
用
を
図
っ
て
い
く
。

　

そ
の
上
で
、
直
近
の
令
和
４
年

度
実
績
に
つ
い
て
改
正
後
の
基
準

で
仮
試
算
し
た
場
合
、
55
・
３
％

の
経
費
率
と
な
る
現
状
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
年
10
月
以
降
に
お
い

て
、
募
集
に
要
す
る
経
費
に
付
随

す
る
経
費
も
含
め
た
全
体
経
費
を

５
割
以
下
と
す
る
た
め
、
各
種
の

ふ
る
さ
と
納
税
業
務
に
携
わ
る
中

間
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
可
能

な
限
り
の
経
費
圧
縮
に
協
力
い
た

だ
け
る
よ
う
働
き
か
け
た
結
果
と

し
て
、
全
体
経
費
を
５
割
以
下
に

収
め
る
こ
と
が
難
し
い
と
判
断
し

た
場
合
は
、
現
行
の
寄
付
金
額
の

引
き
上
げ
を
含
め
検
討
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問答
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
は

職
場
全
体
で
不
調
者

の
早
期
発
見
・
対
応

に
努
め
る

問答
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
新
ル
ー
ル
へ
の
対

応
は

ル
ー
ル
を
遵
守
し
、

適
正
な
制
度
運
用
を

図
る

問答
災
害
対
策
に
つ
い
て

来
年
度
よ
り
抜
本
的

な
排
水
対
策
の
検
討

を
進
め
る
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一般質問 一般質問

８８

議 員福 地 裕 行 
ふく ち ひろ ゆき

問
全
国
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
も

踏
ま
え
、
具
体
的
な
取
り
組
み
の

内
容
を
伺
う
。

答
各
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
全

学
年
に
お
け
る
体
力
テ
ス
ト
の
定

期
的
な
実
施
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
達
成
に
向
け

た
取
り
組
み
と
、
運
動
を
行
う
動

機
付
け
を
充
実
す
る
な
ど
の
授
業

づ
く
り
を
工
夫
し
て
お
り
、
さ
ら

に
白
糠
町
教
育
研
究
所
に
お
い
て

も
、「
体
力
向
上
部
会
」
を
設
置

し
、
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運

動
習
慣
等
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た

児
童
生
徒
の
体
力
向
上
に
資
す
る

研
究
授
業
を
実
施
す
る
な
ど
町
内

3
校
の
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
を
実
施
し
、
更
に
相
互
に
研

さ
ん
を
積
む
機
会
も
設
定
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
継
続

し
て
い
く
。

問
基
本
的
な
体
力
づ
く
り
に
は

家
庭
と
の
連
携
も
必
要
と
思
う
が

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
体
力
づ
く
り
に
は
、
生
活
習

慣
の
見
直
し
も
重
要
な
こ
と
で
あ

り
、
実
際
今
年
度
実
施
の
学
年
に

お
い
て
朝
食
摂
取
の
問
題
や
睡
眠

時
間
が
少
な
い
問
題
な
ど
に
該
当

し
た
児
童
生
徒
も
い
た
こ
と
か
ら
、

学
校
で
の
対
応
の
み
な
ら
ず
家
庭

と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
明
白
で
、
今
後
こ
れ
ま
で

以
上
に
家
庭
と
の
連
携
を
強
め
、

児
童
生
徒
の
運
動
を
行
う
動
機
づ

け
体
力
づ
く
り
、
生
活
習
慣
の
見

直
し
を
更
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
ポ
イ
ン
ト
の
見
直
し
を
行
っ

た
理
由
を
伺
う
。

答
令
和
４
年
度
よ
り
実
施
し
た

事
業
で
、
活
動
ポ
イ
ン
ト
30
ポ
イ

ン
ト
達
成
で
地
域
商
品
券(

シ
ラ

ト
ピ
ア
商
品
券)

３
０
０
０
円
分

を
交
付
す
る
も
の
で
、
お
お
む
ね

好
評
で
あ
っ
た
が
、
人
に
よ
っ
て

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
な
ど
の
ご
意

見
が
あ
り
、
対
象
者
誰
も
が
参
加

で
き
や
す
い
よ
う
に
一
部
ポ
イ
ン

ト
の
見
直
し
を
実
施
し
た
。

 

問
実
施
期
間
及
び
ポ
イ
ン
ト
交

換
期
間
を
１
カ
月
短
縮
し
た
理
由

を
伺
う
。

答
ポ
イ
ン
ト
交
換
に
係
る
委
託

先
よ
り
繁
忙
期
を
避
け
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
が
あ
り
、
冬
期
間
で

あ
る
こ
と
も
考
慮
し
短
縮
し
た
が
、

利
用
者
に
と
っ
て
利
便
性
が
図
れ

る
よ
う
期
間
の
見
直
し
や
、
ポ
イ

ン
ト
交
換
の
方
法
に
つ
い
て
も
今

後
検
討
し
た
い
。

問
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
で
、

イ
ン
チ
ャ
ロ
の
み
が
ポ
イ
ン
ト
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
理
由
を
伺
う
。

答
イ
ン
チ
ャ
ロ
以
外
の
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
で
は
確
認
で
き
る
こ
と

が
一
番
で
あ
る
が
、
現
状
管
理
人

が
お
ら
ず
、
確
認
が
困
難
で
あ
る

た
め
対
象
外
と
し
て
い
る
が
、
イ

ン
チ
ャ
ロ
以
外
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
に
お
い
て
多
数
の
利
用
者
が
い

る
こ
と
も
認
識
し
て
お
り
、
そ
の

場
合
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ト
の
自
主
活

動
（
Ｄ
）
の
中
の
そ
の
他
で
対
応

す
る
よ
う
検
討
す
る
。

※
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

●
健
診
の
受
診
（
Ａ
）

　

・
胃
が
ん
検
診
や
特
定
健
診

　
　

な
ど
（
６
検
診
と
４
健
診
）

●
健
康
づ
く
り
活
動
（
Ｂ
）

　

・
健
康
ま
つ
り
や
パ
ー
ク
ゴ
ル

　
　

フ
イ
ン
チ
ャ
ロ
の
利
用
な
ど

　
　
（
全
15
活
動
）

●
生
き
が
い
づ
く
り
・
参
加
型
活

　

動
（
Ｃ
）

　

・
防
災
訓
練
や
公
民
館
講
座
な

　
　

ど
（
全
11
参
加
型
活
動
）

●
自
主
活
動
（
Ｄ
）

　

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
町
内
活
動

　
　

を
す
る
他
、
そ
の
他
な
ど
3

　
　

つ
以
上
の
活
動
を
行
っ
た
場

　
　

合

議 員川 森 　 静
かわ もり  しずか

問答
生
き
活い

き
し
ら
ぬ
か

活
動
応
援
ポ
イ
ン
ト

事
業
の
問
題
点
は

事
業
全
体
で
は
お
む

お
ね
好
評
で
あ
っ
た

が
、
一
部
ポ
イ
ン
ト

の
見
直
し
を
行
っ
た

問答
小
中
学
生
の
体
力
向

上
対
策
は

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

授
業
づ
く
り
を
工
夫

し
て
い
る

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
爆
発
は
、
大
っ
ぴ
ら
に
而し
か

も
入

念
に
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

２
０
１
９
年
10
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
イ
ベ
ン

ト
２
０
１
」
で
よ
り
明
確
に
世
界

に
示
さ
れ
た
。

　

当
初
か
ら
言
及
し
て
い
た
よ
う

に
欺ぎ

瞞ま
ん

に
満
ち
た
茶
番
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
政
府
は
①
感
染
症
の
基

準
を
変
え
②
で
た
ら
め
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
な
る
も
の
で
感
染
者
を
膨
大

に
水
増
し
し
③
死
亡
診
断
書
の
基

準
も
変
え
て
し
ま
っ
た
。
史
上
最

大
の
医
療
犯
罪
・
国
家
犯
罪
で
あ

る
。

　

秋
接
種
の
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン

は
、
世
界
で
初
め
て
日
本
で
集
団

投
与
さ
れ
る
が
、
長
期
的
な
安
全

性
も
全
く
担
保
さ
れ
て
い
な
い
。

　

命
と
健
康
に
か
か
わ
る
重
大
局

面
で
あ
る
か
ら
、
情
報
弱
者
の
町

民
が
慎
重
に
判
断
す
る
よ
う
啓け

い

蒙も
う

す
べ
き
で
あ
る
。

答
接
種
は
任
意
で
あ
り
、
個
人

が
必
要
性
を
判
断
す
る
も
の
だ
が
、

秋
接
種
に
つ
い
て
よ
り
一
層
の
情

報
提
供
に
努
め
る
。

問
何
か
が
お
か
し
い
と
思
わ
な

い
か
。
接
種
を
重
ね
る
ほ
ど
、
マ

ス
ク
を
着
け
続
け
る
ほ
ど
感
染
し

て
い
る
。

　

半
世
紀
間
失
敗
を
重
ね
た
遺
伝

子
治
療
薬
を
緊
急
承
認
で
ワ
ク
チ

ン
と
命
名
し
、
歴
史
上
最
悪
の
薬

害
事
件
と
な
っ
た
。
ま
し
て
や
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
「
Ｘ
Ｂ
Ｂ
・
ｍ

Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
」
は
百
害
あ
っ

て
一
利
な
し
。

　

医
の
倫
理
・
法
理
と
し
て
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
を
尽
く

し
、
リ
ス
ク
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を

知
ら
し
め
る
責
任
が
あ
る
。

　

予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度

の
周
知
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

答
対
象
者
に
は
予
診
票
と
説
明

書
を
届
け
る
。「
救
済
制
度
」
は

必
要
な
方
に
知
ら
せ
て
い
る
。

問
対
応
は
不
充
分
。
国
の
言
い

な
り
ば
か
り
で
は
な
く
、
積
極
的

な
情
報
提
供
に
努
め
る
べ
き
。

　

ま
た
一
番
大
事
な
自
己
免
疫
力

を
高
め
る
こ
と
も
繰
り
返
し
知
ら

し
め
よ
。

答
広
報
な
ど
で
周
知
に
努
め
る
。

問
「
道
の
駅
」「
白
糠
駅
前
」
整

備
は
具
体
化
し
て
い
る
が
、
衰
退

著
し
い
ま
ち
の
現
状
を
診
る
時
、

果
た
し
て
真
に
ど
こ
ま
で
町
民
の

た
め
に
な
る
か
疑
問
も
あ
る
。

答
道
の
駅
は
最
大
の
情
報
発
信

施
設
で
あ
り
、
交
流
人
口
の
拡
大

や
産
業
振
興
へ
の
貢
献
な
ど
、
ま

ち
全
体
に
波
及
効
果
が
あ
り
、
観

光
拠
点
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
ま
た
駅
前
整
備

も
百
年
の
大
計
と
し
て
見
据
え
た

事
業
で
あ
り
、
商
店
街
の
活
性
化

も
期
待
さ
れ
る
。

問
整
備
は
賛
成
だ
が
、
身
の
丈

に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

而し
か

も
差
別
化
を
図
ら
な
け
れ
ば

ペ
イ
し
な
い
。

答
ま
ち
の
現
状
と
未
来
を
見
据

え
て
取
り
組
む
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
が
潤

沢
に
積
み
上
が
る
今
こ
そ
、
並
行

し
、
政
治
家
と
し
て
大
局
観
に
立

ち
、
ビ
ジ
ョ
ン
つ
ま
り
ま
ち
の
在

り
方
を
明
確
に
発
信
し
、
本
腰
を

入
れ
て
取
り
組
む
時
で
あ
る
。

　

も
は
や
、
キ
レ
イ
な
言
葉
だ
け

で
は
通
用
し
な
い
。
よ
り
奮
起
も

し
、
意
欲
あ
る
若
者
も
動
か
す
べ

き
。

　

と
も
あ
れ
、
町
政
に
携
わ
る
本

気
度
に
懸
か
る
。

答
活
性
化
を
目
指
し
、
思
い
き
っ

た
政
策
に
も
取
り
組
む
。

問
先
に
農
業
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
さ
れ
た
が
、
公
人
た
る
者

の
公
職
に
つ
き
錯
誤
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
そ
の
精
査
と
過
年
度

の
公
文
書
へ
の
対
応
は
。

答
今
般
、
本
人
が
卒
業
証
明
書

を
取
り
寄
せ
た
が
、「
酪
農
学
園

短
期
大
学
酪
農
学
校
酪
農
卒
」
と

な
っ
て
い
る
。
文
章
の
修
正
を
行

う
必
要
は
な
い
。

問
平
成
11
年
か
ら
農
業
委
員
に

就
い
て
い
る
が
、
野
幌
酪
農
高
等

学
校
卒
と
届
出
し
、
先
般
野
幌
高

等
酪
農
学
校
卒
、
そ
し
て
酪
農
大

学
・
・
・
に
訂
正
し
た
。

　

し
か
し
、
本
人
が
卒
業
し
た
３

年
３
カ
月
後
に
今
の
校
名
に
変
更

さ
れ
た
の
で
あ
り
整
合
性
が
取
れ

な
い
。

答
校
名
に
つ
い
て
は
そ
の
通
り

だ
が
問
題
は
な
い
。

問
文
書
管
理
規
程
に
照
ら
し
、

問
題
は
な
い
か
。

答
今
回
の
記
録
を
も
っ
て
整
理
。

問
職
歴
は
農
業
（
自
営
業
）
と

な
っ
て
い
る
し
、
ま
た
推
薦
の
要

件
も
満
た
し
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。

答
本
人
の
申
告
な
ど
に
基
づ
い
た
。

※
個
人
的
見
解
が
含
ま
れ
ま
す
。

問答
町
民
の
命
が
危
う
い

接
種
は
任
意

問答
両
「
駅
」
は
身
の
丈

に
！

百
年
の
大
計
！

問答
町
の
再
興
に
本
腰
を

思
い
切
っ
て
取
り
組
む

問答
公
職
の
錯
誤
は
Ｎ
Ｇ
！

訂
正
し
た
の
で
Ｏ
Ｋ
！
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一般質問

８

議 員今 田 睦 子
いま だ むつ こ

問
町
民
の
申
請
者
数
は
何
％
ま

で
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。　

答
本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
通
常

の
開
庁
時
に
加
え
、
臨
時
的
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
「
夜
間
申

請
受
付
窓
口
」
や
「
出
張
申
請
受

付
窓
口
」
を
開
設
し
、
町
民
に
利

用
さ
れ
て
き
た
。「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
者
数
に
対
し
て
の

申
請
率
」
は
、
令
和
5
年
7
月
末

現
在
、「
84
・
５
％
」
と
な
っ
て

お
り
、
釧
路
管
内
で
は
１
位
、
道

内
に
お
い
て
も
、
30
位
と
い
う
高

い
申
請
率
と
な
っ
て
い
る
。

問
申
請
中
、「
健
康
保
険
証
の
利

用
登
録
」
や
「
公
金
受
取
口
座
の

登
録
」
後
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

受
け
取
り
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は
な

か
っ
た
か
伺
う
。

答
町
で
は
役
場
と
庶
路
支
所
の

窓
口
で
、
日
ご
ろ
か
ら
職
員
一
同

丁
寧
な
説
明
や
親
切
な
対
応
を
心

が
け
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し

込
み
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
特
に
高
齢
の
町
民
よ
り
、

ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
戸
惑
い
の
声
が
、
数
件
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
ポ
イ
ン
ト
受
け
取
り

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
た
だ
し
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
の
制
度
上
、
役
場
以
外
で
ご

自
身
が
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
て
申
し
込

み
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
そ
の
際
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
は
町
で
は
把
握
で
き
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。 

問
身
分
証
明
と
し
て
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
「
住
民
票
な
ど

の
申
請
請
求
」
な
ど
ス
ム
ー
ズ
に

機
能
す
る
。
便
利
さ
は
感
じ
て
い

る
が
保
険
証
と
し
て
の
利
用
は
こ

れ
か
ら
で
あ
り
、
報
道
に
あ
る
ト

ラ
ブ
ル
の
ほ
と
ん
ど
が
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
に
よ
る
も
の
で
、
町
と

し
て
徹
底
的
に
対
策
を
行
い
、
町

民
の
不
安
を
取
り
除
い
て
行
け
る

か
伺
う
。

答
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健

康
保
険
証
利
用
に
つ
い
て
は
、
令

和
3
年
10
月
か
ら
本
格
運
用
が
開

始
さ
れ
て
い
る
。
昨
今
報
道
さ
れ

て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
別
人
の

情
報
が
登
録
さ
れ
て
し
ま
う
、
い

わ
ゆ
る
「
誤
登
録
」
と
な
っ
て
い

る
。
主
な
原
因
と
し
て
は
、
医
療

保
険
者
が
被
保
険
者
の
保
険
証
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
連
携
さ
せ
る
際

に
、
被
保
険
者
か
ら
誤
っ
た
情
報

を
提
示
さ
れ
て
い
た
が
、
照
合
確

認
が
不
十
分
な
た
め
に
誤
っ
て
そ

の
情
報
を
登
録
し
て
し
ま
う
こ
と

や
、
同
姓
同
名
、
か
つ
、
生
年
月

日
が
同
一
な
別
人
に
連
携
し
て
し

ま
う
と
い
っ
た
人
為
的
な
ミ
ス
と

な
っ
て
い
る
。
国
の
制
度
を
進
め

て
い
く
上
で
こ
れ
ま
で
同
様
、
確

認
作
業
に
万
全
を
期
し
、
国
と
連

携
し
た
誤
登
録
の
防
止
対
策
を
徹

底
し
て
い
く
。

問
道
立
広
域
公
園
に
つ
い
て
北

海
道
知
事
が
「
白
糠
町
泊
別
地
区

を
候
補
地
に
決
定
」
と
表
明
し
た
。

　

釧
路
管
内
の
皆
さ
ん
の
要
望
が

伝
わ
り
、
白
糠
町
泊
別
地
区
が
12

カ
所
目
の
候
補
地
と
な
り
、『
全

天
候
型
遊
戯
施
設
』
を
中
心
に
誰

も
が
集
い
合
え
る
場
所
と
し
て
、

早
期
整
備
さ
れ
て
い
く
中
で
、
白

糠
町
と
し
て
「
町
道
庶
路
8
号

線
」
に
桜
並
木
の
整
備
を
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
道
立
広
域
公
園
に
つ
い
て
は
、

去
る
7
月
12
日
の
北
海
道
予
算
特

別
委
員
会
に
お
い
て
、
知
事
よ
り

「
白
糠
町
泊
別
地
区
を
12
カ
所
目

の
道
立
広
域
公
園
の
候
補
地
と
し

て
決
定
す
る
」
と
表
明
を
い
た
だ

き
、
非
常
に
あ
り
が
た
く
、
応
援

し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
も
感

謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
知

事
の
表
明
を
受
け
て
、
こ
れ
か
ら

加
速
度
的
に
事
業
が
展
開
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
当

該
広
域
公
園
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

民
間
事
業
者
か
ら
広
く
意
見
や
提

案
を
求
め
、
事
業
へ
の
有
用
な
意

見
や
ア
イ
デ
ア
を
収
集
す
る
「
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
」
が
進
め
ら

れ
て
い
く
と
伺
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
道
立
広
域
公
園
の
全

体
コ
ン
セ
プ
ト
が
決
定
さ
れ
て
い

く
も
の
で
あ
り
、
提
言
さ
れ
た
町

道
庶
路
8
号
線
へ
の
桜
並
木
の
整

備
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
北
海
道
、

民
間
事
業
者
と
協
議
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
釧
路

市
の
「
桜
を
植
え
る
会
」
か
ら
も

お
手
紙
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、

今
後
ひ
と
つ
の
考
え
と
し
て
提
案

し
て
い
く
。

　　　ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業
　　　・木材産業施策の充実・強化を求める意見書

　本道の森林は全国の森林面積のおよそ４分の１を占め、国
土保全、地球温暖化防止、 林産物の供給等の多面的機能の発
揮が期待されており、これらの機能を十分に発揮させるため
には、森林資源の循環利用を進める必要がある。
　全国一の森林資源を有する北海道において本町と道が連携
し 2050 年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロとする国
の目標の達成に向けて、伐採後の着実な植林による森林の若
返りや長期間炭素を固定する木材利用の促進、化石燃料の代
替となる木質バイオマスのエネルギー利用の促進など森林吸
収源対策を積極的に推進することが必要である。　
　本町をはじめ、道内各地域では、森林の公益的機能の維持
増進と森林資源の循環利用に向け、森林整備事業や治山事業
など国の事業を活用し、植林・間伐や路網の整備、優良種苗
の安定供給、山地災害の防止、木造公共施設の整備、森林づ
くりを担う人材の育成など、様々な取組を進めてきたところ
である。
　本道の森林を将来の世代に引き継ぎ、環境への負荷の少な
い循環型社会を形成するため、活力ある森林づくりや道産木
材の利用、防災・減災対策をさらに進め、ゼロカーボン北海
道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を
図ることが必要である。
　よって、国においては、次の措置を講ずるよう強く要望する。

記
１　二酸化炭素の吸収など森林の多面的機能を持続的に発揮　
　させるため、適切な間伐と伐採後の着実な植林の推進に必
　要な森林整備事業予算や、防災・減災対策の推進に必要な
　治山事業予算を十分に確保すること。
２　森林資源の循環利用を推進するため、成長が早く形質の
　優れたクリーンラーチなどの優良種苗の安定供給、ＩＣＴ
　等の活用によるスマート林業の推進、木材生産・流通体制
　の強化、建築物の木造・木質化や、木質バイオマスエネル
　ギーの利用促進などによる道産木材の需要拡大、森林づく
　りを担う人材の育成・確保などに必要な支援を充実・強化
　すること。
３　森林吸収源対策のさらなる推進に向け、森林の多い市町
　村において必要な森林整備がより一層進むよう、森林環境
　譲与税の譲与基準を見直すこと。

意 見 書

国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書
　　　　
　北海道は、豊かで美しい自然環境に恵まれ、国土の５分の
１以上を占める広大な大地と海に育まれた豊富で新鮮な食を
強みに我が国の食料供給を担うとともに、特有の歴史・文化
や気候風土などを有しており、これらの独自性や優位性を生
かしながら、将来にわたって持続可能な活力ある北海道の実
現を目指している。
　こうした中、地域の産業を支える本道の道路を取り巻く環
境は、激甚化・頻発化する自然災害による交通障害の発生や、
日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震等のリスクが増大するな
ど、防災・減災、国土強靱化の取組が喫緊の課題になるとと
もに、道路施設の老朽化や通学路等の安全対策の推進が大変
重要となっている。
　今後は、北海道の強みである「食」や「観光」に関連する
地域が持つ潜在力が最大限発揮されるよう、平常時・災害時
を問わない北海道を支える基盤の確立に向け、安定的な物流
や広域周遊観光を支える道路の整備が必要不可欠である。加
えて、積雪寒冷地の本道においては、安定的な除排雪体制の
確保など、冬期間の住民の安全・安心を図ることが必要である。
　そのため、地方財政は依然として厳しく、また資材価格の
高騰や賃金水準が上昇する中、道路整備、管理に必要な予算
を安定的に確保することが重要である。
　よって、国においては、国土の骨格を形成する高規格道路
から国民の日常生活に最も身近な市町村道に至る道路網の整
備や老朽化対策などを着実に推進し、「防災・減災、国土強
靱化のための５か年加速化対策」をより一層推進するため、
次の事項について特段の措置を講ずるよう強く要望する。

記
１　道路の整備・管理が長期安定的に進められるよう、新た
　な財源の創設および必要な予算を確保すること。
２　「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」
　を計画的に進めるために必要な予算・財源を例年以上の規
　模で確保するとともに、５か年加速化対策期間完了後も、
　昨今の地震・豪雨・豪雪などの災害の状況を踏まえ、国土
　強靱化に必要な予算・財源を通常予算とは別枠で確保し、
　継続的に取り組むこと。
３　高規格道路におけるミッシングリンクの解消および暫定
　車線区間の４車線化や、直轄国道の連携によるダブルネッ
　トワークの構築など、国土強靱化に資する災害に強い道路
　ネットワークの整備を推進すること。
４　橋梁、トンネル等の老朽化対策を推進し、予防保全によ
　る道路メンテナンスへ早期に移行するため、維持管理・更
　新事業に必要な技術的支援の拡充や予算を長期安定的に確
　保するほか、舗装修繕等の維持管理に係る制度創設や財政
　支援の充実・強化を図ること。
５　地域の安全な暮らしや経済活動を支える基盤づくりのた
　め、子どもたちの安全・安心を守る通学路等の交通安全対
　策を強化・推進するとともに、冬期における安全な道路交
　通を確保するための道路整備や除排雪を含む安定した維持
　管理の充実に必要な予算を確保すること。
６　災害発生時の迅速かつ円滑な復旧等のため、北海道開発
　局および開発建設部の人員体制の充実・強化を図ること。

※意見書は原文掲載

問答
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
つ
い
て

普
及
啓
発
に
努
め
、

多
く
の
町
民
が
カ
ー

ド
を
取
得
す
る
よ
う

取
り
組
む

問答
道
立
広
域
公
園
付
近

に
桜
並
木
の
整
備
を

今
後
北
海
道
、
民
間

事
業
者
と
協
議
す
る
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③
道
の
駅
の
販
売
手
数
料
に
つ
い
て

　

振
興
公
社
が
手
数
料
を
設
定
し

て
お
り
、
通
常
販
売
の
手
数
料
は

20
％
で
あ
る
が
、
地
元
野
菜
に
つ

い
て
は
15
％
と
伺
っ
て
い
る
。
ま

た
、
新
た
な
道
の
駅
の
手
数
料
は

13
％
と
伺
っ
て
い
る
。

④
収
穫
物
（
大
豆
）
の
等
級
検
査

に
つ
い
て　
　

　

就
農
者
よ
り
依
頼
が
あ
り
、
一

緒
に
探
し
た
が
釧
路
管
内
に
等
級

検
査
は
な
く
、
十
勝
で
検
査
を
し

て
い
る
。
今
後
、
よ
り
近
い
本
別

町
で
検
査
を
し
て
も
ら
え
る
可
能

性
が
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

⑤
収
穫
物
の
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

　

町
の
新
規
就
農
者
支
援
事
業
の

施
設
整
備
等
助
成
事
業
を
活
用

し
、
整
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
の
取
り
組
み

　

今
後
に
お
い
て
も
継
続
的
に
時

機
を
見
て
取
り
組
む
こ
と
と
し

た
。

　
所
管
事
務
調
査
項
目

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
こ
と

・
防
災
・
減
災
対
策
に
関
す
る
こ
と

・
白
糠
高
校
魅
力
化
に
関
す
る
こ
と

・
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
築
に

　

関
す
る
こ
と

　

９
月
定
例
会
で
「
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
改
築
に
関
す
る
こ
と
」

を
追
加
し
た
右
記
の
計
４
項
目
を

12
月
定
例
会
ま
で
に
継
続
し
て
調

査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

※
継
続
調
査
項
目
と
は
、
定
例
議

会
開
催
中
に
調
査
出
来
な
か
っ
た

事
項
に
つ
い
て
次
の
定
例
議
会
ま

で
の
３
カ
月
間
で
継
続
し
て
調
査

す
る
内
容
と
な
り
ま
す
。

調
査
項
目

「
白
糠
高
校
魅
力
化
に

　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
こ
と
」

　

過
去
に
高
校
で
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
内
容
と
、
道
内
で
特
色

の
あ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
る
高

等
学
校
や
道
内
の
各
高
等
高
校
が

道
外
か
ら
ど
の
程
度
生
徒
を
獲
得

し
て
い
る
か
を
ま
と
め
た
資
料
を

基
に
協
議
を
行
い
、
道
外
や
区
域

外
よ
り
入
学
生
の
多
い
高
校
が
い

く
つ
か
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

白
糠
高
等
学
校
魅
力
化
の
た
め
に

視
察
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

８
月
17
日
に
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札

幌
で
「
伝
わ
る
議
会
報
の
編
集
ポ

イ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
、（
一
社
）

自
治
体
広
報
広
聴
研
究
所
代
表
理

事
・
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
金
井

茂
樹
氏
を
講
師
と
し
て
議
会
広
報

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
広
報
広
聴

調
査
特
別
委
員
会
委
員
３
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

⃝

正
副
委
員
長
互
選
に
つ
い
て

　

委
員
長
お
よ
び
副
委
員
長
の
互

選
が
行
わ
れ
、
委
員
長
に
立
石　

巧
委
員
、
副
委
員
長
に
池
村
美
博

委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

白糠高等学校白糠高等学校

181919

委員会活動 委員会活動

行
政
視
察
の
受
け
入
れ

○
東
京
都
八
王
子
市
議
会

　
　
　
　
　
（
自
民
党
新
政
会
）

７
月
19
日
《
ウ
レ
シ
パ
チ
セ
》

・
千
人
同
心
に
係
る
白
糠
町
の
歴

　

史
に
つ
い
て

・
白
糠
町
と
八
王
子
市
と
の
交
流

　

事
業
に
つ
い
て

○
秋
田
県
大
館
市
議
会

　
　
（
総
務
財
政
常
任
委
員
会
）

７
月
31
日
《
白
糠
町
役
場
》

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

○
千
葉
県
銚
子
市
議
会

　
　
　
（
公
明
、
新
風
、
み
ら
い
、
立
憲
民
主
）

８
月
22
日
《
白
糠
町
役
場
》

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

○
北
海
道
置
戸
町
議
会

　
　
　
　
（
総
務
常
任
委
員
会
）

10
月
２
日
《
白
糠
町
役
場
》

・
太
陽
の
手
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

○
北
海
道
増
毛
町
議
会

　
　
　
　
（
議
会
運
営
委
員
会
）

10
月
５
日
《
白
糠
町
役
場
》

・
議
員
の
成
り
手
不
足
対
策
へ
の

　

取
り
組
み
に
つ
い
て

◎　中河　敏史　　今田　睦子
○　立石　　巧　　池村　美博
　　　　　　　　　石田　正義

　8 月
　1 日

10月
16日

　9 月
27日

　9 月
12日

　8 月
25日

総総務文教
常任委員会

　
所
管
事
務
調
査
項
目

・
第
一
次
産
業
の
振
興
・
発
展
に

　

関
す
る
こ
と

・
移
住
・
定
住
・
空
き
家
・
空
き

　

店
舗
対
策
に
関
す
る
こ
と

・
観
光
事
業
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

・
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
こ
と

・
子
育
て
支
援
事
業
に
関
す
る
こ
と

・
環
境
保
全
対
策
に
関
す
る
こ
と

・
エ
ゾ
シ
カ
の
有
害
捕
獲
と
有
効

　

活
用
に
関
す
る
こ
と

・
企
業
誘
致
に
関
す
る
こ
と

９
月
定
例
会
で
右
記
の
計
８
項
目

を
12
月
定
例
会
ま
で
に
継
続
し
て

調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

調
査
項
目

「
第
一
次
産
業
の
振
興
・

　
　
　
　

発
展
に
関
す
る
こ
と
」

●
新
規
就
農
者
な
ど
現
地
視
察　

　

各
農
家
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
が
作
物
を
育
て
て
い
る
農
場
を

回
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
の
取
り

組
み
や
今
後
の
展
望
、
課
題
な
ど

を
直
接
聞
い
た
。

　

新
規
就
農
者
な
ど
か
ら
聞
き

取
っ
た
内
容
の
取
り
ま
と
め
を

行
っ
た
結
果
、
担
当
課
と
の
情
報

共
有
の
必
要
性
や
、
情
報
提
供
を

お
願
い
し
た
い
部
分
が
発
生
し
た

こ
と
か
ら
、
担
当
課
か
ら
資
料
に

基
づ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

《
説
明
内
容
》

●
新
規
就
農
者
な
ど
か
ら
の
主
な

課
題

①
エ
コ
野
菜
（
名
称
不
明
）
の
認

証
制
度
に
つ
い
て

　

エ
コ
野
菜
認
証
制
度
に
つ
い
て

町
と
し
て
相
談
を
受
け
た
こ
と
は

な
い
。

　

ま
た
、
北
海
道
に
は
エ
コ
野
菜

の
認
証
制
度
が
な
く
類
似
す
る
も

の
が
あ
る
の
で
、
北
海
道
釧
路
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
釧
路
中
西

部
支
所
が
窓
口
に
な
る
の
で
つ
な

ぐ
こ
と
は
可
能
。

②
ス
ト
ー
ン
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
な
ど

農
業
機
械
に
つ
い
て

　

町
の
新
規
就
農
者
支
援
事
業
の

施
設
等
整
備
事
業
、
施
設
整
備
等

助
成
事
業
を
活
用
し
整
備
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

◎　坂本　勝雄　　森　　武人
○　折出　征清　　川森　　静
　　　　　　　　　福地　裕行
　　　　　　　　　小池　憲一

　7 月
12日

　8 月
21日

　7 月
31日

産産業厚生
常任委員会

　8 月
　1 日

　8 月
25日

　9 月
12日

　7 月
12日

　7 月
31日

　8 月
21日

◎　立石　　巧　　折出　征清
○　池村　美博　　中河　敏史
　　森　　武人　　福地　裕行
　　川森　　静　　小池　憲一
　　今田　睦子　　石田　正義
　　坂本　勝雄

　9 月
11日

道道の駅移転改築及び白糠駅
周辺整備調査特別委員会

　8 月
17日

　9 月
11日

◎　立石　　巧　　川森　　静
○　坂本　勝雄　　池村　美博
　　森　　武人　　中河　敏史

　8 月
17日

10月
13日

10月
　6 日

広広報広聴調査
特別委員会

●
令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
の

　
　
　
　
　

一
般
質
問
に
つ
い
て

　

一
般
質
問
の
内
容
な
ど
の
精
査

を
行
っ
た
。

●
令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
の

　
　
　
　
　
　
　

運
営
に
つ
い
て

　

会
期
の
日
程
お
よ
び
議
案
な
ど

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
協
議
し

た
。　

◎　折出　征清　　坂本　勝雄
○　中河　敏史　　立石　　巧
　　池村　美博　　小池　憲一

　8 月
25日

　9 月
15日

　9 月
14日

　9 月
　4 日

議議会運営
委員会

　8 月
25日

　9 月
　4 日

　9 月
14日

　9 月
15日

　9 月
27日

　広報研修会受講の様子　広報研修会受講の様子

　現地視察の様子　現地視察の様子

10月
16日

池村副委員長 立石委員長



当日スケジュール
18:00　受付
18:30　開会
　　　・主催者あいさつ
　　　・趣旨説明
18:40　地域の意見交換
20:00　閉会

　今年も町民の皆さんと地域の課題について、今後の議会
活動に役立てながら、町民と協働のまちづくりを進めるた
め懇談会を開催いたします。
　町民と議員が自由に意見交換する場として実施します。
　町民の方ならどなたでも参加できますので、皆さんの
ご来場をお待ちしています。

「皆さんの声」 を聞かせてください「皆さんの声」 を聞かせてください

町民と議会の懇談会

と　き／ 11 月１４日  火  １８時３０分
ところ／社会福祉センター　２階研修室Ａ

●質問事項のある方は充実した協議としたいため、できる限
り質問内容を 11月 7日までに事前提出してください。
・提出方法 / お名前、質問事項を記載の上、ＦＡＸまたは
　メールにて白糠町議会事務局まで提出願います。
　メール：giji@town.shiranuka.lg.jp
　ＦＡＸ：２－４６５９　

■
発

行
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
白

糠
町

議
会

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
〒

088
－

0392　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
北

海
道

白
糠

郡
白

糠
町

西
１

条
南

１
丁

目
１

番
地

１
　

■
編

集
　

広
報

広
聴

調
査

特
別

委
員

会
委

員
長

　
立

石
　

巧
　

　
　

委
　

　
員

　
池

村
　

美
博

副
委

員
長

　
坂

本
　

勝
雄

　
　

　
委

　
　

員
　

川
森

　
  静

委
　

　
員

　
中

河
　

敏
史

　
　

　
委

　
　

員
　

森
　

武
人

Ｔ
Ｅ

Ｌ
：

01547-2-2171　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

01547-2-4659　
　

　
　

　
　

　
　

　
Ｕ

Ｒ
Ｌ

 https：
//w

w
w.tow

n.shiranuka.lg.jp　
　

　
　

Ｎ
ｏ

．
1
6
2　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ら
ぬ

か
　

議
会
だ
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2023.10.25

あとがき 今号の表紙

　役場職員時代『広報しらぬか』を５年間担当
していた経験から、『議会だより』の編集委員と
して関わることができ、うれしく思っています。
　新聞や広報などの記事では、漢字や平仮名、
片仮名などに、使えるものや使えないもの、送
り仮名の付け方など、さまざまな決まり事があ
ります。
　そこで、現職時代に愛用していた『記者ハン
ドブック・新聞用字用語集』の最新刊第 14 版
を購入し、議会だよりの原稿作りから、編集作
業に取り組んでいます。
　読みやすい議会だよりの作成を目指し、6 人
の編集委員で、入念な点検・編集を行っていま
す。最後まで読んでいただき、ありがとうござ
いました。　　　　　　　　　　　（森　武人）

　今号の表紙は、アイヌ民族伝承儀式「フン
ペ（鯨）まつりイチャルパ」でアイヌ文化活
動施設ウレシパチセでのカムイノミになりま
す。パシクル自然公園へ移動したあと、ヌサ
オンカミやイチャルパの儀式を行ったほかフ
ンペ・リムセなどの古式舞踊を奉納しました。


